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　　　  のグラフは右図，  上の点，  に
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　　　     は関数  のグラフ上の点，  における接線の傾きである。…　
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　　　極大，で極小となる。またはまたは
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　　が成り立つことから，①は
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　　以上から，すべての正の実数に対して，

　　点，  ，，  を結ぶ線分の中点は 
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となり

　　　　の値によらず一つに定まり，関数  のグラフ上にある。　ネ

　　

　　　　 ネ の結論を導くのにとを用いるのは難しい。

　　　　結局，次関数  は変曲点に関して点対称であると考えれば容易。


